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災害級の大雪続き
金山町で観測史上最大積雪

強
い
寒
気
の
影
響
で
大
雪
が
続
き
、
金
山
町
で
も
日
常
生
活
に
支
障
を

き
た
す
ほ
ど
の
積
雪
と
な
り
ま
し
た
。

１
月
10
日
午
後
４
時

金
山
町
豪
雪
対
策
本
部
設
置

積
雪
量
が
対
策
本
部
設
置
基
準
を

超
え
、
さ
ら
に
降
雪
が
予
想
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
金
山
町
豪
雪
対
策
本
部

が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
次
の
グ
ラ
フ
の
よ
う
に

金
山
町
で
は
降
雪
量
が
著
し
く
増
加

し
積
雪
が
増
え
て
い
き
ま
し
た
。
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降
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量(
㎝
)
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雪
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㎝
)

1月30日
降雪量74㎝

2月7日
積雪深235㎝

金山観測所（中川）での値

高根沢地区除雪の様子
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２
月
７
日

観
測
史
上
最
大
積
雪
深
に

２
月
４
日
か
ら
降
り
出
し
た
大
雪

に
よ
り
積
雪
量
は
増
加
し
、
只
見
線

は
終
日
運
休
、
町
民
は
除
雪
に
追
わ

れ
る
日
々
が
続
き
ま
し
た
。

２
月
７
日
、
気
象
台
が
設
置
し
て

い
る
金
山
観
測
所
（
中
川
）
で
統
計

を
取
り
始
め
て
か
ら
は
最
大
と
な
る
、

２
ｍ
35
ｃｍ
の
積
雪
の
深
さ
を
記
録
し

ま
し
た
。
旧
川
口
観
測
所
で
の
記
録

を
含
め
て
最
高
は
３
ｍ
12
ｃｍ
（
Ｓ
40
）

で
、
今
季
の
値
は
７
番
目
と
な
り
ま

し
た
。
平
成
３
年
以
来
34
年
振
り
の

大
雪
と
な
り
ま
す
。
町
が
設
置
し
て

い
る
太
郎
布
観
測
所
で
は
８
日
に
３

ｍ
18
ｃｍ
、
田
沢
観
測
所
で
は
７
日
に

２
ｍ
84
ｃｍ
と
な
り
、
今
季
最
大
の
積

雪
深
を
記
録
し
ま
し
た
。

金
山
町
に

災
害
救
助
法
適
用

大
雪
に
よ
り
、
多
く
の
町
民
の
生

命
・
身
体
に
危
害
を
受
け
る
可
能
性

が
あ
る
と
判
断
さ
れ
、
２
月
７
日
に

災
害
救
助
法
が
適
用
さ
れ
ま
し
た
。

災
害
救
助
法
と
は
、
災
害
後
の
応
急

期
に
お
け
る
迅
速
な
応
急
救
助
や
保

護
を
行
う
た
め
の
法
律
で
す
。
福
島

県
の
大
雪
に
よ
る
災
害
救
助
法
の
適

用
は
１
９
６
３
年
以
来
62
年
ぶ
り
に

な
り
ま
す
。

こ
の
適
用
に
よ
り
金
山
町
で
は
、

社
会
福
祉
協
議
会
の
除
排
雪
支
援
事

業
に
申
し
込
み
さ
れ
て
い
る
方
を
優

先
的
に
支
援
し
、
雪
で
閉
鎖
さ
れ
て

し
ま
っ
た
玄
関
の
除
雪
や
屋
根
と
つ

な
が
っ
て
し
ま
っ
た
部
分
の
除
雪
な

ど
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
友
好
都
市
で
あ
る
埼
玉
県

羽
生
市
か
ら
の
応
援
や
民
間
事
業
者
、

町
職
員
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が
大

勢
除
雪
支
援
に
来
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。連

日
長
時
間
の
除
雪
支
援
、
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
羽
生
市
か
ら
の
応
援
は
６
ペ
ー
ジ

に
詳
細
記
載
）

雪で埋もれた玄関前の除雪支援を行う町職員（玉梨地区）

東北電力株式会社による除雪ボランティア

屋根の雪おろしの様子（川口地区）
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水 沼 小 学 校

沼 沢 小 学 校

中 川 小 学 校

川 口 小 学 校

玉 梨 小 学 校

本 名 小 学 校

三 条 分 校

横 田 小 学 校

川 口 小 学 校

本 名 小 学 校

横 田 小 学 校

山 入 分 校

大 塩 小 学 校

S52.4.1統合

S49.4.1統合

S52.4.1統合

金 山 小 学 校

S56.4.1統合

金 山 小 学 校

H6.4.1統合

R7.4.1
統合

か
ね
や
ま
小
学
校

令和７年４月１日に横田小学校と金山小学校は統合し、それぞれの歴史や想いを引
き継ぎ新しく「かねやま小学校」が誕生します。今回は各小学校の統合の歴史と校
長先生の想いをお伝えします。

横田小学校・
の金山小学校 歩み
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●児童数の推移 ●広報かねやまへの掲載

統合

●小学校統合の歩み

過去の広報かねやまでも小学校統合の内容が掲載されており、
当時の閉校式の様子や小学校での思い出を振り返っています。

（S56.3 掲載） （S52.4 掲載）

これから新しい歴史をつくっていく児童たち
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私
は
児
童
に
対
し
て「
全
力
・

協
力
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
の
精
神

を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
と
よ
く

話
し
て
い
ま
す
。
横
田
小
学
校

と
統
合
す
る
こ
と
で
、
今
ま
で

で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
り
、
新
し
く
チ

ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
機
会
が
増
え

た
り
す
る
か
と
思
い
ま
す
。
そ

の
チ
ャ
ン
ス
を
大
切
に
何
事
に

も
全
力
で
挑
戦
し
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。
金
小
の
児
童
は
校

舎
自
体
は
変
わ
ら
な
い
で
す
が
、

時
間
が
経
つ
に
つ
れ
、
金
山
小

学
校
に
区
切
り
が
つ
く
こ
と
を

寂
し
く
感
じ
て
い
る
よ
う
で
す
。

で
す
が
そ
の
気
持
ち
を
大
事
に

し
つ
つ
、
新
し
い
学
校
を
ワ
ク

ワ
ク
し
た
気
持
ち
で
迎
え
よ
う

と
話
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
ま
で
の
歴
史
や
上

級
生
か
ら
受
け
継
い
だ
伝
統
を

繋
げ
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。
例
え
ば
、
共
に
学
校
生

活
を
送
っ
て
い
る
と
、
日
常
的

に
上
級
生
が
下
級
生
の
面
倒
を

み
て
い
る
姿
を
よ
く
見
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
関
係
を
続
け
て
ほ

し
い
で
す
し
、
教
え
て
も
ら
っ

た
下
級
生
は
さ
ら
に
下
級
生
に

教
え
て
あ
げ
る
と
い
う
繋
が
り

が
生
ま
れ
、
そ
の
瞬
間
は
心
が

温
ま
る
時
間
の
一
つ
で
す
。

今
ま
で
金
山
小
学
校
を
見
守

り
か
わ
い
が
っ
て
く
だ
さ
っ
た

地
域
の
皆
さ
ん
、
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
金
山
小

学
校
の
歴
史
に
一
区
切
り
は
つ

き
ま
す
が
、
引
き
続
き
か
ね
や

ま
小
学
校
を
一
緒
に
育
て
て
い

け
た
ら
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

金山小学校

矢
や

部
べ

  吉
よし

彦
ひこ

校長先生

新しい環境で
新しい挑戦が
できる学校へ
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横
田
小
学
校
で
は
総
合
学
習

の
一
環
と
し
て
「
横
田
小
学
校

と
金
山
小
学
校
の
良
い
所
、
共

通
点
を
見
つ
け
よ
う
」
と
い
う

取
組
を
し
て
き
ま
し
た
。
児
童

た
ち
は
「
横
田
小
学
校
が
な
く

な
っ
て
し
ま
う
」
と
い
う
マ
イ

ナ
ス
な
イ
メ
ー
ジ
が
つ
い
て
し

ま
っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
取

組
を
通
し
て
、
互
い
の
学
校
の

良
さ
を
次
に
活
か
し
伝
統
を
引

き
継
い
で
い
こ
う
と
い
う
プ
ラ

ス
の
考
え
に
変
化
し
て
い
っ
た

と
実
感
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
か
ら
は
経
験
し

た
こ
と
の
な
い
そ
れ
ぞ
れ
の
行

事
に
取
り
組
む
機
会
も
多
く
な

り
ま
す
。
自
然
の
中
で
の
行
事

や
地
域
の
皆
さ
ん
と
触
れ
合
う

行
事
を
体
感
し
て
、
そ
れ
が
金

山
町
の
良
さ
と
し
て
実
感
で
き

た
ら
嬉
し
い
と
感
じ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
行
事
な
ど
の
伝

統
だ
け
で
な
く
、
児
童
の
雰
囲

気
な
ど
の
校
風
も
、
互
い
の
良

さ
と
し
て
吸
収
し
合
い
紡
い
で

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

今
ま
で
横
小
ま
つ
り
や
運
動

会
、
鼓
笛
パ
レ
ー
ド
や
米
作
り

な
ど
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
の
取

組
も
区
切
り
が
つ
き
ま
す
。
児

童
た
ち
も
「
最
後
」
と
い
う
意

識
で
一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
し
、
一
緒
に
作
り
上
げ

育
て
て
く
だ
さ
っ
た
地
域
の
皆

さ
ん
に
も
感
謝
の
気
持
ち
で
い

っ
ぱ
い
で
す
。
今
後
も
横
田
地

区
で
取
り
組
む
活
動
も
予
定
し

て
お
り
、
金
山
町
全
体
と
の
関

わ
り
を
大
事
に
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

横田小学校

飯
いい

塚
づか

  秀
しゅういち

一 校長先生

互いの良さを
吸収し紡いで
いく統合へ



TOWN TOPICS
町の話題

和やかに意見交換が行われました

知恵と勇気を交換し合う場
中間支援の未来を考える
フォーラム実施
２月４日、開発センターにおいて「中間
支援の未来を考えるフォーラム」が開催さ
れ、岡山県西

にしあわくらそん

粟倉村、熊本県南
みなみおぐにまち

小国町、金
山町それぞれの地域で活躍している講師に
よる事例紹介が行われました。フォーラム
には約３０名が参加し、地域での事業展開
や地域課題の改善に向けた意見交換が活発
に行われました。

玄関先を除雪する羽生市職員

怖い鬼をやっつけろ！

大きな声で「鬼は外、福は内」
保育所で豆まき
　２月３日、川口保育所において豆まきが行わ
れました。幼児たちは自身で作成したお面をつ
け、食堂やお遊戯室で「好き嫌いする鬼」や「う
るさい鬼」などを追い払うために「鬼は外、福
は内」と大きな声で豆まきを行いました。
　その後実際に鬼がやってきましたが、怖がり
ながらも豆をまき追い払うことができました。

友好都市　埼玉県羽生市から
除雪応援
２月１３日・１４日、町内各地において
友好都市である羽生市の市役所職員６名に
よる除雪支援が行われました。高齢者のみ
の世帯など、自分では除雪が困難な住宅を
対象に除雪をしていただきました。支援を
受けた町民は、除雪された玄関先や軒先を
見て安堵の表情を浮かべていました。
羽生市職員の皆さん、連日長時間の除雪
支援、本当にありがとうございました。
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TOWN TOPICS
町の話題

参加者で記念撮影

卒業証書を受け取る小
お

川
がわ

悠
ゆう

介
すけ

さん（横田）

青春の日々を胸に新たな道へ
川口高校卒業証書授与式
３月１日、川口高校において第７３回卒業
証書授与式が挙行され、１５名の生徒が卒業
しました。卒業生代表の若

わかばやし

林佳
か な ん

楠さん（川口）
は先生方や下級生、家族への想いを述べ、最
後は同級生に向けて「この３年間は私たちに
しか作れない青春そのもので、絶対に消える
ことのない思い出です。皆が同級生で本当に
良かったと心の底から思います」と答辞を述
べました。

左から金山中学校長と福島地方法務局若松支局長

人権作文コンテストへの
継続的な取り組みが評価され
２月２７日、法務省及び全国人権擁護委

員連合会主催の全国中学生人権作文コンテ
ストへの積極的かつ継続的な取り組みが評
価され、法務省人権擁護局長と全国人権擁
護委員連合会会長の連名から金山中学校へ
感謝状が贈られました。金山中学校では毎
年ほとんどの生徒が人権作文に取り組んで
おり、武藤校長先生は「人権について考え
る良い機会となっている」と話しました。
会津地区では2校のみに贈られた貴重な感
謝状になります。

「あいせき列車只見線」
最終章が完成
２月２２日、開発センターにおいてあ
いせき列車只見線先行上映会が行われ、
第３弾が完成した記念に三部作すべてが
上映されました。上映会終了後には大

おお

竹
たけ

涼
りょうか

華さんによる主題歌と挿入歌の演奏が
行われました。
その後は、井

い

草
ぐさ

葉
よう

子
こ

監督（大志）らに
よるトークショーが行われ、撮影秘話や
作品への想いが語られました。
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令和７年度の後期高齢者医療保険料率について
令和７年度の後期高齢者医療保険をお知らせします。

令和６年度の保険料率 令和７年度の保険料率
均等割額 年額　４５,９００円 年額　４５,９００円

所得割率
賦課のもととなる所得（※）５８万円超 ８.９８％

８.９８％
賦課のもととなる所得（※）５８万円以下 ８.６４％

賦課限度額
令和５年度末有資格者 ７３万円

８０万円
令和６年度資格所得者 ８０万円

※�　前年の総所得額、山林所得金額、他の所得と区分して計算される所得金額の合計から、
基礎控除額（最大４３万円）を控除した金額です。（ただし、雑損失の繰越控除額は控除さ
れません。）

　同一世帯内の被保険者及び世帯主の総所得金額等の合計額が基準額以下の場合、下記のと
おり均等割額は軽減されます。

軽減割合 均等割額の軽減措置の所得判定基準 軽減後の均等割額

７割 基礎控除（４３万円）＋１０万円×（年金・給与所得者等の
数－１）以下 １３,７７０円

５割 基礎控除（４３万円）＋（３０.５万円×被保険者数）＋１０
万円×（年金・給与所得者等の数－１）以下 ２２,９５０円

２割 基礎控除（４３万円）＋（５６万円×被保険者数）＋１０万
円×（年金・給与所得者等の数－１）以下 ３６,７２０円

◎問い合わせ…保険料に関すること　住民係　☎５４－５１２１
資格に関すること　　保健係　☎５４－５１３５

「健康保険」切り替えの届出をお忘れなく
健康保険の切り替えには届出が必要です。
《届出に必要なもの》
•国民健康保険被保険者証または資格確認書
　　→会社の社会保険に加入した方はご返還いただきます
•健康保険資格取得（喪失）証明書
　　→勤め先より発行してもらってください

１４日以内に保健福祉課または横田出張所に届出をお願いします。
◎問い合わせ…保健係　☎５４－５１３５

国保に入るとき
・ほかの健康保険をやめたとき
・家族が扶養でなくなったとき

⬇

国保をやめるとき
・ほかの健康保険に加入したとき
・家族を扶養に入れたとき

⬇
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Ｉ
Ｎ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

お
知
ら
せ

表

彰

３
月
４
日
、
町
長
公
室
に
お
い
て

金
山
町
交
通
事
故
死
者
ゼ
ロ
２
５
０

０
日
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
町

で
は
、
平
成
30
年
４
月
29
日
以
来
、

交
通
事
故
死
者
が
発
生
し
て
お
ら
ず
、

令
和
７
年
３
月
４
日
を
も
っ
て
交
通

事
故
死
者
ゼ
ロ
２
５
０
０
日
を
達
成

し
ま
し
た
。

交
通
事
故
死
者
ゼ
ロ

２
５
０
０
日
達
成

式
で
は
、
本
田
伸
雄
会
津
地
方
振

興
局
長
か
ら
町
長
に
表
彰
状
が
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。
町
長
は
「
町
民
に
交

通
安
全
を
呼
び
か
け
次
は
３
０
０
０

日
を
目
標
に
取
組
を
強
化
し
て
い
き

た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

交通事故死者ゼロのさらなる継続を誓いました

▼
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
は
？

•
�

こ
れ
ま
で
使
わ
れ
て
き
た
「
新

薬
」
の
特
許
期
間
終
了
後
に
製
造

販
売
さ
れ
る
、
新
薬
と
同
じ
成
分

や
効
果
を
持
つ
医
薬
品
の
こ
と
で

す
。

•
�

新
薬
と
同
様
の
効
き
目
を
持
ち
ま

す
が
開
発
費
が
あ
ま
り
か
か
ら
な

い
た
め
、
お
薬
代
の
自
己
負
担
額

が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

•
�

新
薬
と
同
様
に
薬
事
法
に
も
と
づ

い
て
国
の
承
認
を
受
け
て
い
ま
す
。

※
す
べ
て
の
新
薬
に
対
し
ジ
ェ
ネ
リ

ッ
ク
医
薬
品
が
あ
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

▼
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
差
額
通
知

と
は
？

国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
方
へ

～
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
差
額

通
知
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ
～

現
在
服
用
さ
れ
て
い
る
新
薬
を
ジ

ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
切
り
替
え
た

場
合
に
、
お
薬
代
の
自
己
負
担
額
が

一
定
額
以
上
軽
減
さ
れ
る
と
見
込
ま

れ
る
被
保
険
者
の
方
を
対
象
に
お
送

り
す
る
、
自
己
負
担
額
が
い
く
ら
安

く
な
る
か
を
お
知
ら
せ
す
る
も
の
で

す
。
町
で
は
、
年
に
４
回
差
額
通
知

の
送
付
を
実
施
し
て
い
ま
す
。（
６

月
、
９
月
、
12
月
、
３
月
頃
）

▼
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
希
望
す

る
に
は
？

国
保
加
入
時
に
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
希
望
シ
ー
ル
」
を
配
布
し
て

い
ま
す
。
こ
の
シ
ー
ル
を
診
察
券
や

お
薬
手
帳
の
余
白
部
分
に
貼
付
の
う

え
、
医
師
や
薬
剤
師
に
ご
提
示
・
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
希
望
シ
ー
ル
が
必
要
な
方
は
、

保
健
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

※
医
師
の
判
断
に
よ
り
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
が
処
方
さ
れ
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
…
保
健
係

☎
54

－

５
１
３
５

厚生労働省からのお知らせ

※ 同居など一定の要件が必要な場合があります。

ハンセン病　厚労省 検 索

ハンセン病元患者のご家族へ

（ア）配偶者（事実婚も含む）
（イ）親、子
（ウ）親・子の配偶者及び配偶者の親・子等
（エ）兄弟姉妹
（オ）祖父母・孫
（カ）祖父母・兄弟姉妹・孫の配偶者及び
　　　配偶者の祖父母・兄弟姉妹・孫等
（キ）曾祖父母、ひ孫、おじ、おば、おい、めい

補償金額
180
万円

補償金額
130
万円

対
象
者

～対象となる方々に「補償金」を支給します。秘密は守られます。～

ハンセン病問題を正しく理解し、
偏見や差別のない社会の実現を目指しましょう。

電話番号 03-3595-2262
受付時間  10：00～16：00
（月曜日から金曜日。土日祝日、年末年始を除く。）

厚生労働省
補償金相談窓口

請求期限は、令和11年（2029 年）11月21日まで

○秘密は守られますので、まずは、お電話でご相談ください。
　不安なお気持ちやご質問にも丁寧に答えます。
○この補償金は、国が、誤った隔離政策により、元患者の
ご家族の皆様に多大の苦痛と困難を強いてきたことを心から
　お詫びし、その精神的苦痛を慰謝するためのものです。

保
健
福
祉



こ
れ
か
ら
の
予
定

★
３
月
★

▼
19
日
（
水
）

•

運
転
免
許
更
新

午
前
９
時
30
分
～

開
発
セ
ン
タ
ー

•

第
３
学
期
終
業
式

川
口
高
校

▼
21
日
（
金
）

•

修
・
卒
業
証
書
授
与
式

小
学
校

•

閉
校
式

小
学
校

•

修
了
式

金
山
中
学
校

▼
26
日
（
水
）

•

修
了
お
い
わ
い
の
会

保
育
所

▼
28
日
（
金
）

•

離
任
式

小
・
中
・
高

★
４
月
★

▼
３
日
（
木
）

•

入
所
お
め
で
と
う
の
会

保
育
所

▼
７
日
（
月
）

•

開
校
式

か
ね
や
ま
小
学
校

•

入
学
式
・
第
１
学
期
始
業
式

小
・
中

▼
８
日
（
火
）

•

入
学
式
・
第
１
学
期
始
業
式

川
口
高
校

▼
13
日
（
日
）

•

金
山
町
消
防
団
幹
部
大
会

午
前
10
時
～

開
発
セ
ン
タ
ー

10広報かねやま　７. ３. １３

突
然
訪
問
す
る
悪
質
買
取
業
者
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に

•
�

突
然
訪
問
し
て
き
た
業
者
を
家
に

入
れ
な
い

•
�

買
い
取
っ
て
も
ら
う
つ
も
り
が
な

い
場
合
は
き
っ
ぱ
り
断
る

•
�

業
者
名
、
住
所
、
電
話
番
号
を
確

認
し
、
許
可
書
等
を
提
示
さ
せ
る

•
�

複
数
人
で
対
応
し
、
貴
金
属
か
ら

目
を
離
さ
な
い

•
�

買
取
条
件
な
ど
の
書
面
を
作
成
さ

せ
、
控
え
を
受
領
す
る

•
�

業
者
が
し
つ
こ
く
勧
誘
し
て
く
る
、

契
約
を
断
っ
て
も
帰
ら
な
い
場
合

は
す
ぐ
１
１
０
番
通
報
も
し
く
は

最
寄
り
の
警
察
署
に
通
報

◎
問
い
合
わ
せ
…

会
津
坂
下
警
察
署
生
活
安
全
係

☎
０
２
４
２

－

83

－

３
４
５
１

納
税

令
和
６
年
分
確
定
申
告
の
納

期
限
と
振
替
日
の
お
知
ら
せ

令
和
６
年
分
の
確
定
申
告
期
限
と

納
期
限
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
申
告
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所

得
税
・
贈
与
税

３
月
17
日
（
月
）

▼
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税

３
月
31
日
（
月
）

納
税
に
は
、
便
利
で
確
実
な
振
替

納
税
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
一
度
手

続
き
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
継
続
し

て
利
用
で
き
ま
す
。

令
和
６
年
分
確
定
申
告
分
の
振
替

日
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
申
告
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所

得
税

４
月
23
日
（
水
）

▼
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税

４
月
30
日
（
水
）

振
替
納
税
は
、
預
貯
金
残
高
を
確

認
し
て
お
く
だ
け
で
金
融
機
関
の
預

貯
金
口
座
か
ら
自
動
的
に
納
税
が
で

き
る
大
変
便
利
な
制
度
で
す
。
簡
単

な
手
続
き
で
利
用
で
き
ま
す
の
で
、

会
津
若
松
税
務
署
に
ご
相
談
く
だ
さ

地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
、
都
市
地

域
等
か
ら
地
方
に
移
住
し
て
、
地
方

自
治
体
か
ら
の
委
嘱
内
容
に
応
じ
、

地
域
力
の
強
化
の
た
め
、
地
域
の
実

情
に
応
じ
た
活
動
を
行
う
取
組
み
で

す
。
金
山
町
で
は
、
現
在
２
名
の
隊

員
が
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
地
域
へ
の
定
住
・
定
着

を
図
る
取
組
み
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

町
民
の
皆
さ
ま
に
も
活
動
内
容
を
知

っ
て
い
た
だ
き
た
く
、
活
動
状
況
の

報
告
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊

活
動
報
告
会
に
つ
い
て

▼
開
催
日
時

３
月
19
日
（
水
）

　
　
　
　
　
　

午
後
６
時
～

▼
場
所

開
発
セ
ン
タ
ー
３
階
大
会
議
室

◎
問
い
合
わ
せ
…
企
画
係

☎
54

－

５
２
０
３

そ
の
他

い
。な

お
、
既
に
申
告
所
得
税
お
よ
び

復
興
特
別
所
得
税
ま
た
は
消
費
税
お

よ
び
地
方
消
費
税
に
つ
い
て
振
替
納

税
を
ご
利
用
の
方
は
、
確
実
に
振
替

納
付
が
で
き
る
よ
う
、
事
前
に
預
貯

金
残
高
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
…

会
津
若
松
税
務
署

☎
０
２
４
２

－

27

－

４
３
１
１

会
津
坂
下
警
察
署
か
ら
の

お
知
ら
せ



金山町の人口（ ３月 ３日現在）
世 帯 数 978世帯（－３）
人　　口� 1,713人　（－７）
　 男 � 846人　（－６）
　 女 � 867人　（－１）

※（　）内は先月比　　住民基本台帳から

ご
寄
付
に
感
謝

１
月
16
日
～
２
月
15
日
集
計

⃝

寄
付
件
数

16
件

⃝

寄
付
金
額

三
十
五
万
円

ご
寄
付
は
地
域
の
活
性
化
事
業
や

自
然
環
境
の
保
全
事
業
な
ど
に
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金あの人この人

２月届出（敬称略）

　『広報かねやま』への記載に同意して
いただいた方のみ掲載しております。

霊よ安らかに

中　丸　市　良（87歳）越　川

諏　江　仁　補（77歳）小栗山

押　部　健　也（47歳）八　町

今月の納税
⃝水道使用料 ３月分

納期限は
3月31日
納め忘れにご注意ください
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自家消費用食品等の放射性
物質簡易測定の結果について

　複数の検体を測定している場合は最低値と最高値
を表示しています。
（測定年月日 令和７年２月１日～令和７年２月２８日）
※「ＮＤ」は、10ベクレル/㎏未満です。（単位：ベクレル/㎏）

※厚生労働省が定める一般食品の放射性セシウムの
基準値は１００ベクレル／㎏です。
　町では自家消費用の食品等について放射線測定を
役場で行っています。
◎問い合わせ…
　保健係　☎５４－５１３５

（自家消費用食品について）
　林業係　☎５４－５３２２

（販売用食品について）　　

品　　名 測定件数 未検出数
セシウム

（134＋137合計値）
地下水 3 1 10.4～11.8
焼却灰 1 0 195.3

こ
れ
ま
で
三
島
町
移
住
体
験
住
宅

を
拠
点
と
し
て
活
動
し
て
お
り
ま
し

た
「
奥
会
津
在
宅
医
療
セ
ン
タ
ー
」

が
、
在
宅
医
療
と
病
院
機
能
の
連
携

強
化
を
目
的
と
し
て
、
令
和
７
年
３

月
17
日
（
月
）
よ
り
、
宮
下
病
院
内

に
移
転
い
た
し
ま
す
。
電
話
番
号
は
、

宮
下
病
院
と
同
じ
「
０
２
４
１

－

52

－

２
３
２
１
」
と
な
り
ま
す
。
引
き

続
き
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
…
県
立
宮
下
病
院

☎
52

－

２
３
２
１

奥
会
津
在
宅
医
療
セ
ン
タ
ー

移
転
の
お
知
ら
せ



ホームページアドレス　https://www.town.kaneyama.fukushima.jp/
電子メールアドレス　　office@town.kaneyama.fukushima.jp

第41回私の言いたいこと発表会 開催

２
月
16
日
、
ゆ
う
ゆ
う
館
に
お
い
て
「
第
41
回
私
の

言
い
た
い
こ
と
発
表
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
町
内

の
小
学
生
か
ら
高
校
生
ま
で
の
12
名
が
、
こ
れ
ま
で
の

経
験
で
学
ん
だ
こ
と
や
未
来
に
向
け
て
の
希
望
を
発
表

し
ま
し
た
。
な
お
、
発
表
内
容
を
と
り
ま
と
め
た
文
集

は
、
４
月
頃
区
長
文
書
で
回
覧
す
る
予
定
で
す
。

（
前
列
右
か
ら
）

滝た
き
ざ
わ沢

息い
ぶ
き輝

さ
ん
（
横
田
）

『
横
田
小
学
校
を
忘
れ
な
い
』

馬ば

ば場

真こ
こ
ろ心
さ
ん
（
越
川
）

『
希
望
を
も
っ
て
か
ね
や
ま
小
学
校

へ
』 発

表
者
・
タ
イ
ト
ル
一
覧

長な
が
さ
わ澤

葵あ
お
い

さ
ん
（
小
栗
山
）

『
本
と
の
出
会
い
で
変
わ
っ
た
生
活
』

長は

せ

が

わ

谷
川

拓た
く
と斗
さ
ん
（
橋
立
）

『
剣
道
で
学
ん
だ
こ
と
』

若わ
か
ば
や
し林

志し

ほ帆
さ
ん
（
西
谷
）

『
思
い
出
の
記
録
会
』

五い

が

ら

し

十
嵐

玲れ

な奈
さ
ん
（
上
横
田
）

『
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
に
つ
い
て
』

大お
お
に
し

梓あ
ず
み未

さ
ん
（
横
田
）

『
音
楽
と
の
付
き
合
い
方
に
つ
い
て
』

川か
わ
の野

道ど
う
ま馬
さ
ん
（
横
田
）

『
知
っ
て
い
る
こ
と
』

（
後
列
４
人
目
右
か
ら
）

武た
け
み
つ満

琴こ
と
み未
さ
ん
（
上
横
田
）

『
感
謝
と
謝
罪
の
気
持
ち
』

月つ
き
お
か岡

卓た
く
と斗

さ
ん
（
新
潟
県
）

『
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
に
行
き
た
い
』

上か

と

う

の

遠
野

信し
ん
や也

さ
ん
（
塙
町
）

『
変
わ
る
こ
と
へ
の
戸
惑
い
と
意
味
』

七し
ち

田だ

琉り
ゅ
う
た太
さ
ん
（
埼
玉
県
）

『
ボ
ー
ト
部
の
疲
労
が
や
ば
い
』

今
回
の
私
の
言
い
た
い
こ
と
発
表

会
で
は
、
学
校
生
活
を
過
ご
す
中
で

学
ん
だ
こ
と
や
頑
張
っ
て
い
る
こ
と
、

実
生
活
で
の
何
気
な
い
体
験
で
感
じ

た
こ
と
、
趣
味
・
興
味
の
あ
る
こ
と

や
自
身
の
将
来
、
町
の
将
来
な
ど
、

多
様
な
テ
ー
マ
に
つ
い
て
発
表
さ
れ

ま
し
た
。

横
田
小
学
校
飯い

い
づ
か塚

校
長
先
生
は

「
子
ど
も
た
ち
が
自
分
の
思
っ
て
い

る
こ
と
を
自
由
に
話
す
こ
と
が
で
き

る
良
い
機
会
で
あ
り
、
ま
た
、
町
民

の
皆
さ
ん
は
若
い
世
代
の
意
見
を
聴

く
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
機
会
で
す
。

そ
の
意
見
に
大
切
に
寄
り
添
っ
て
い

き
た
い
で
す
。
そ
し
て
、
自
分
の
想

い
を
大
切
に
こ
れ
か
ら
も
過
ご
し
て

ほ
し
い
で
す
。」
と
総
評
で
述
べ
ま

し
た
。
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